
令和６年度 壬生中学校 学校運営協議会（第２回） 
                             令和６年９月６日（金）１０：２０～１３：１０ 

                            壬生町立壬生中学校 会議室  

 

【開 会】 

１ ごあいさつ 

（会長） 

8 月は異常気象が続き、悪天候や落雷による学校の被害があったと聞く。不幸中の幸いな

のは、子供が活動していない時間帯の被害だったので、子供に被害がなくてよかったこと

だ。本日の授業参観からいろいろ学ばせてください。 

（校長） 

  ２学期もよろしくお願いします。別紙「壬生丸」をご参照ください。今年の夏は、様々な

大会の応援に行くことができ、充実した夏だった。「相田みつを」展を見て学ぶこともでき

た。教員は夏季休業中もグーグルクラスルームを使ってクラスの子供たちにメッセージを送

っている。特に後半は「9/2 に元気で会おうね」と送り、良いスタートになるよう気を配っ

ている。2 学期は行事がたくさんあり、様々な人と触れ合い成長することができる学期でも

ある。良い経験から学ぶ機会をたくさん創出したい。 

 

２ 授業参観（金曜日３校時）10:40～11:30  

  

３ 協議（進行：会長）11:40～12:30 

（１）授業参観感想 

 ・理科室や特別教室を見る機会はなかなかないので興味深かった。 

 ・特別支援学級がたくさんあり、それぞれの子供をしっかりフォローしていることがよく分

かった。 

 ・私たち学校運営協議会委員が行くと姿勢を正す子がいて、他からの風が入るのもよいこと

だと思える。 

 ・話し合い活動をしているクラスがたくさんありよかった。しかし、「自由に話していい

よ」と指示があると一人だけの子ができてしまう可能性があるので指示の仕方に気を付ける

べきである。 

 ・そばで教えてもらうと理解度が 25％上がるという学説がある。また、見て聞いて書いてし

ゃべってと、複数の感覚を使うと理解や定着度が上がると言われている。その点、壬生中の

グループ学習は理にかなっている。 

 ・我々が行ったからおとなしかったのか全体的に静かだった。もう少し元気でもいい。 

 ・グループ学習はよいことだ。昔のトーク＆チョークとは違っていることが分かった。 

 ・先生方がそれぞれ個性的な授業をしていた。それぞれご自分の特徴を生かしているのがよ

い。 

 ・昔の画一的な授業とは違っていることが分かったが、子供たち一人一人に合わせる授業

は、先生方の負担も大変なものなのではないか。 

 ・話し合い活動の場面では自由に話すのではなく、だれと話すのかを指定すべきではない

か。 

 ・3 年生の授業を見たかったがテストということで残念だった。 

 ・話し合い活動時に「出歩かないで」と指示があったが、別に出歩いてもいいのではない

か。場で・見て・その時に・覚える生徒たちにとって良い機会を与えてほしい。 

 ・今日はお客さんが来るよと教師が言うと子供は緊張しておとなしくなる。子供がおとなし

いのではなく、教師の働きかけによって子供が緊張するという図式が生まれているのではな

いか。 

議事録 



 ・短焦点プロジェクタのニュースを見たことがある。実際に使用している場面を見て、素晴

らしさを認識することができた。おおいに活用してほしい。 

 ・学び合い授業は教える子と教わる子に分かれ、それぞれが学びを深めることができると思

った。 

 ・教室によって荷物の置き方が違う。荷物が整理されているクラスと、いまにも荷物が落ち

そうなクラスがある。できるだけ子供たちが自分で整理整頓を意識できるようにさせたいも

のだ。 

 →荷物がぐちゃぐちゃだと頭の中もぐちゃぐちゃになると言われている。 

 ・プリントを使っている授業があったが、プリントをたくさん使うと整理が大変になったり

しないか。 

 →栃木県では 35 歳までに 3 年間特別支援学級を担任することを推奨している。通常学級の

中にも特別な支援を必要とする生徒も数％いるという。特別支援教育の視点から物事を考え

る良い機会となり、教師の資質が向上されることが期待されている。 

 

（２）新制服について【資料１】 

 ・別紙資料参照  

 ・ニュースで取り上げられたこともあり、地域住民の関心も高い。 

 

（３）本校における部活動について 

 別紙２枚参照(部活動指導員の法的根拠等) 

・部活動指導員という外部の目が学校内に入るということはとても良いことだ。 

（４）その他 

 ・特別支援学級の先生方は専門的な教育を受けた教師なのか。 

 →特別支援学級担当の教師は、県の専門研修を受けて学びながら教育にあたっている。 

・２学期が始まったが、子供たちの欠席はどうか。 

→先ほども話した通り、担任は事前に ICT 機器も使い子供たちが安心して登校できる言葉か

 けを実践している。始業式当日も一人一人に配慮し接している。 

→何の前触れもなく数か月ぶりに突然登校できた子供がいる。学校に自分の居場所があると

 考えてくれていることが嬉しい。 

 

 ４今後の予定の確認 
実施日時・会場 協 議 内 容 

第

３

回 

令和７年２月２５日(火) 

15:30～16:30（予定） 

壬生中学校会議室 

・学校関係者評価委員会 

・学校評価アンケートの考察 

・次年度の教育計画検討 等 

 

５給食の会食 

 

【閉  会】 


